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昨
秋
か
ら
今
春
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

大
規
模
ス
ト
が
広
が
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス

で
は
２
月
１
日
、
交
通
や
医
療
、
教
師
、
公

務
員
な
ど
公
共
部
門
は
過
去
10
数
年
で
最

大
と
な
る
約
50
万
人
規
模
の
ス
ト
が
行
わ

れ
た
。
昨
年
12
月
に
は
、
鉄
道
、
バ
ス
、

航
空
、
郵
便
、
道
路
な
ど
の
輸
送
機
関
だ
け

で
な
く
、
看
護
師
、
医
師
、
救
急
車
な
ど
の

公
的
医
療
機
関
に
至
る
ま
で
幅
広
い
業
種
で

連
日
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
。
イ
ギ
リ
ス

最
大
の
教
職
員
組
合
（
Ｎ
Ｅ
Ｕ
）
は
２
月
か

ら
３
月
に
７
日
間
の
ス
ト
を
す
る
と
発
表
し

て
い
る
（
２
月
20
日
、
記
）。 

フ
ラ
ン
ス
で
も
、
政
府
の
年
金
制
度
改
革

案
に
反
対
す
る
二
回
目
の
大
規
模
デ
モ
が
１

月
31
日
、
全
土
で
展
開
さ
れ
、
主
催
し
た

主
要
労
働
組
合
は
参
加
者
を
約
２
５
０
万
人

と
発
表
。
交
通
、
教
育
分
野
の
ス
ト
ラ
イ
キ

が
相
次
い
だ
。
こ
の
ス
ト
を
生
み
出
し
支
え

て
い
る
の
は
、
労
働
者
の
怒
り
の
声
で
あ
る
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
に
伴
う
ロ
シ
ア
制
裁
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
穀
物
危
機
で
物
価
が
高
騰
し
国
民
生
活

を
圧
迫
し
て
お
り
、
労
働
者
の
怒
り
が
高
ま

っ
て
い
る
。 

物
価
高
騰
は
日
本
も
同
じ
で
あ
る
。
食
料

品
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
料
金
な
ど
、
軒
並
み

上
が
り
、
昨
年
12
月
の
消
費
者
物
価
指
数

は
前
年
同
月
比
で
４
・
０
％
上
昇
し
、
こ
の

一
年
間
、
毎
月
、
実
質
賃
金
が
下
が
り
続
け
、

ま
さ
に
労
働
者
階
級
は
生
き
て
い
け
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。 

日
本
の
実
質
賃
金
は
30
年
間
上
が
っ
て

い
な
い
。
政
府
が
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
デ
ー
タ
な
ど
を
元
に
比
較

し
た
各
国
の
実
質
賃
金
で
は
、
１
９
９
１
年

を
１
０
０
と
す
る
と
、
２
０
１
９
年
に
日 

本
は
１
０
５
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
（
１
４
８
）

や
米
国
（
１
４
１
）、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ

（
１
３
４
）
な
ど
３
～
５
割
上
昇
し
て
い
る
。

30
年
間
上
が
っ
て
い
な
い
先
進
国
は
他
に

な
い
。 

こ
の
よ
う
な
賃
金
低
下
は
、
労
働
者
が
闘

え
て
い
な
い
結
果
で
あ
る
。 

総
評
（
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
）
が
１

９
８
９
年
11
月
に
解
散
し
、
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
（
連
合
）
に
合
流
し
た
以
降

30
年
間
、
日
本
の
労
働
運
動
は
闘
え
な
く
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フランスで年金改悪反対デモと大規模ストライキで抗議行動が起こる 

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
組
織

率
は
１
９
６
０
〜
75
年
に
は
労
働
者
の
三

分
の
一
に
達
し
て
い
た
が
、
現
在
は
16
・

９
％
ま
で
低
下
。
ス
ト
ラ
イ
キ
も
皆
無
と
な

っ
た
。
半
日
以
上
の
ス
ト
件
数
は
、
オ
イ

ル
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
か
ら
企
業
に
よ
る

人
員
整
理
が
頻
発
し
た
１
９
７
４
年
が
５
２

１
１
件
、
参
加
者
数
が
３
６
２
万
人
に
達
し

た
が
、
75
年
の
国
労
の
ス
ト
権
ス
ト
の
敗

北
以
降
ス
ト
は
激
減
し
、
２
０
２
１
年
の
労

働
争
議
件
数
は
32
件
、
７
２
２
人
だ
け
。 

02
年
、
業
績
が
絶
好
調
だ
っ
た
ト
ヨ
タ

自
動
車
は
労
組
の
賃
上
げ
要
求
に
応
じ
ず
、

各
社
が
追
随
し
た
。
翌
年
以
降
の
春
闘
で
ト

ヨ
タ
労
組
は
賃
上
げ
要
求
を
見
送
り
、
奥
田

碩
・
経
団
連
会
長
（
当
時
）
は
、「
春
闘
は

死
語
」
と
言
い
切
っ
た
。
い
ま
や
「
官
製
春

闘
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。 

そ
の
結
果
、
労
働
分
配
率
は
下
が
り
続
け
、

２
０
０
０
年
度
か
ら
19
年
度
に
か
け
て
、

大
企
業
（
資
本
金
10
億
円
以
上
）
は
60
・

９
％
か
ら
54
・
９
％
に
６
・
０
％
減
少
し

て
い
る
。
逆
に
日
本
の
独
占
資
本
は
利
益
を

増
や
し
続
け
、「
失
わ
れ
た
30
年
間
」
と
言

わ
れ
る
長
期
停
滞
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
ほ
と
ん
ど
上

が
ら
な
い
中
で
も
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
人
件

費
削
減
、
合
理
化
に
よ
っ
て
利
益
を
増
や
し

て
き
た
。
１
９
９
５
年
か
ら
２
０
１
７
年
の

間
、
日
本
の
生
産
性
の
伸
び
は
30
％
だ
っ

た
が
、
賃
金
は
逆
に
１
％
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
昨
年
の
大
企
業
の
内
部
留
保
は
、

前
年
度
比
６
・
６
％
増
の
５
１
６
兆
円
で
、

17
年
度
以
来
の
伸
び
率
と
な
っ
た
。
役
員

報
酬
、
配
当
率
も
増
加
し
て
き
た
。
要
す
る

に
こ
の
30
年
間
、
労
働
運
動
は
潰
さ
れ
、

資
本
の
や
り
た
い
放
題
が
続
い
て
き
た
。 

こ
れ
ま
で
の
賃
金
も
権
利
も
、
す
べ
て
労

働
者
階
級
が
闘
い
取
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

闘
わ
な
け
れ
ば
、
賃
金
も
労
働
条
件
も
下
が

る
こ
と
が
事
実
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
。 

今
春
闘
で
、
連
合
は
５
％
の
「
大
幅
」
賃

上
げ
要
求
を
決
め
た
。
５
％
で
は
実
質
賃
金

は
低
下
し
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
さ
え
要
求
額

を
掲
げ
た
だ
け
で
は
実
現
し
な
い
。
ス
ト
ラ

イ
キ
を
し
て
で
も
勝
ち
取
る
態
勢
、
ス
ト
権

を
確
立
し
、
資
本
が
応
え
な
け
れ
ば
ス
ト
で

闘
い
取
る
、
組
合
幹
部
に
そ
の
構
え
、
決
意

と
指
導
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
作
り
出
す

の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
労
働
者
の
怒
り
と
闘

う
姿
勢
で
あ
る
。（
ほ
そ
か
わ 

た
だ
し
） 


